
学年・学級 氏　　　名
　

　

1 2 3 1 2 3 4 5 6 目標　※(４) 内容 目標　※(４) 内容

ア　基本的生活習慣 ●

イ　安全 ●

ウ　日課・予定 ●

エ　遊び ●

オ　人との関わり ●

カ　役割 ●

キ　手伝い・仕事 ●

ク　金銭の扱い ●

ケ　きまり ●

コ　社会の仕組みと公共施設 ●

サ　生命・自然 ●

シ　ものの仕組みと働き ●

知識及び技能 ●

Ａ　聞くこと・話すこと ●

Ｂ　書くこと ●

Ｃ　読むこと ●

社会

（小学校３～６年）

Ａ　数と計算（１段階 数量の基礎） ●

Ｂ　図形（１段階 数と計算） ●

Ｃ　測定（１段階 図形） ●

Ｄ　データの活用（１段階 測定） ●

（数学的活動） ●

生活

（小学校１・２年）

知識及び技能 ●

Ａ　表現 ●

Ｂ　鑑賞 ●

Ａ　表現 ●

Ｂ　鑑賞 ●

Ａ　体つくり運動

（１段階 体つくり運動遊び）
●

Ｂ　器械・器具を使っての運動

（１段階 器械・器具を使っての遊び）
●

Ｃ　走・跳の運動

（１段階 走・跳の運動遊び）
●

Ｄ　水の中での運動（１段階 水遊び） ●

Ｅ　ボールを使った運動やゲーム

（１段階 ボール遊び）
●

Ｆ　表現運動（１段階 表現遊び） ●

G　保健 ●

知識及び技能

思考力・判断力・表現力等

特別の教科道徳

A　主として自分自身に関すること

B　主として人との関わりに関すること

C　主として集団や社会との関わりに関する

こと

D　主として生命や自然，崇高なものとの関

わりに関すること

自分の役割ややるべきこと
に最後まで取り組むことがで
きる。

教師の言葉掛けや支援に応
じて、自分のやるべき勉強や
活動に取り組む。

総合的な学習の時間

（例）

現代的な諸課題に対応する横断的・

総合的な課題

地域や学校の特色に応じた課題

児童の興味・関心に基づく課題

特別活動

※(３)

行う活動に気付き、友達や
教師との関わりを楽しみなが
ら、自分で取り組むことがで
きる。

・朝の会
・帰りの会
・○○祭

小学部・小学校版

バチを使って音が出る楽器
の鳴らし方が分かり、持って
動かし、繰り返し取り組むこ
とができる。

目標・内容

前期

・シンバル
・太鼓
・鉄琴

提示された物に気付いて手
を伸ばし、指で押したり、入
れたりする活動に、自分から
取り組むことができる。

後期

簡単な身辺処理のやり方に
気付き、教師の働き掛けを
受け入れながら、自分で取り
組もうとすることができる。
遊び方が分かり、教師の働
き掛けを受け入れて活動し
たり、自分から取り組んだり
することができる。

絵本の読み聞かせに気付い
て注目し、自分から絵本をめ
くろうとすることができる。
教師の働き掛けに応じて注
目したり、要求を身振りなど
で表したりすることができる。

身体の動かし方が分かり、
教師の働き掛けを受け入れ
ながら、自分で運動に取り組
むことができる。

※(２)

外国語活動　※(１)

学級活動

児童会活動

クラブ活動

学校行事

外国語

音楽

国語

※（特)2段階　同観点

算数

家庭

（小学校５・６年）

図画工作

体育

目標及び内容

小学部

（段階）

小学校

（学年）

・絵本の読み聞かせ
・教師の働き掛けによる注視
や行動
・要求の表現

・プットイン課題
・具体物に触れたり、手を伸
ばして触れようとしたりする

　　各教科等目標設定シート（各教科等チェックシート改訂版）

理科

（小学校３～６年）

・荷物整理
・着替え
・遊びへの参加（光遊び、
ボールプール、お正月遊び
など）

教科等

生活

（特別支援学校）

３年 Ｂさん

・掲示物作り
・遊びで使う物作り
・粘土
・絵具での色塗り

・○○祭ステージ発表
・ボール転がし
・ボールプール

制作の仕方が分かり、教師
の働き掛けを受け入れなが
ら、続けて制作に取り組むこ
とができる。



氏名

教科等 教科等 教科等

生活
自立活
動

生単

生単 生単

３年

自立活動目標設定シート（自立活動フローシート改訂版）

選定された項目を関連付け具体的な指導内容を設定する

具
体
的
な
指
導
内
容

・好きな遊具で遊びたいときや行きたい場所があ
るときに、ちょうだいのサインや写真カードで伝
えるようにする。

・１階の教室から階段を使って２階の職員室に手
紙を取りに行く。

・かごを持って食堂まで歩いて行く。

①姿勢と運動・動作の基本
的技能

①コミュニケーションの基
礎的能力

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成

Ｂさん

人間関係の形成 環境の把握

指導目標を達成するために必要な項目を選定する

環境の把握 身体の動き コミュニケーション

学部・学年

実
態
把
握

・睡眠リズムが崩れやすく、眠いときには気持ちが不安定になりやすい。気持ちが不安定になったときは、好きな歌や遊びで気持ちを切り替えることができる。
・てんかん発作があり、暑いときや疲れているときに発作が出ることがある。
・不安定さはあるが、独歩で移動することができる。階段を上る際に手すりを使うことが定着していない。
・物に触れるときに指先だけで触れることが多い。
・両耳難聴だが、主に左耳で身の回りの音は聞こえており、歌やキーボードの音を好む。
・教師の働き掛けに応じて行動することや、やりたいことがあるときに教師の腕を引いたり、サインをしたりして伝えようとすることが増えてきている。

自立活動の区分に即して整理する

・睡眠リズムが崩れやす
い。
・てんかん発作があり、暑
いときや疲れているときに
出やすい。

・眠いときに、気持ちが不
安定になりやすいが、好き
な歌や遊びで切り替えられ
ることが多い。

・教師の働き掛けに応じら
れることが増えてきてい
る。

・両耳難聴だが、主に左耳
で身の回りの音は聞こえて
おり、反応がある。

・独歩ができるが、つまず
きやすい。
・手すりを使って階段を上
ることが定着していない。
・物に触れるとき、指先を
使うことが多い。

・やりたいことがあると
き、教師の腕を引いたり、
サインをしたりして伝えよ
うとする。

○年後の姿の観点から整理する（生活年齢や卒業までの年数を考慮し、どのような力を育むとよいかを記載する）

・簡単な意思疎通や他者への要求などができるように、簡単な身振りや写真カードを使うなど、コミュニケーションの力を身に付けられるとよい。
・活動時の安全確保のため、段差を含めて短い距離を安定して一人で歩く練習が必要である。

課
題
の
整
理

実態把握をもとに、課題を抽出し、中心的な課題を導き出す

・コミュニケーション面では、教師の働きかけに応じたり、教師の腕を引いたり簡単なサインで要求を伝えたりすることが見られてきている。
・独歩ができるが、歩行が不安定で、つまずきやすい。特に段差でつまずくことが多いが、階段を上る際に手すりを使うことが定着していない。

課題に基づき設定した指導目標（ねらい）を記す

指導目標
（年間）

○簡単な身振りや写真カードで、教師に要求を伝えることができる。
○手すりを使って階段昇降をしたり、物を持って短い距離を歩いたりすることができる。

選
定
し
た
項
目

②病気の状態の理解と生活
管理

②状況の理解と変化への対
応

②他者の意図や感情の理解
②感覚や認知の特性につい
ての理解と対応

④障害の特性の理解と生活
環境の調整

　 ④集団への参加の基礎
④感覚を総合的に活用した周囲
の状況についての把握と状況に
応じた行動

①生活のリズムや生活習慣
の形成

①情緒の安定 ①他者とのかかわりの基礎 ①保有する感覚の活用

⑤作業に必要な動作と円滑
な遂行

⑤状況に応じたコミュニ
ケーション

②姿勢保持と運動・動作の
補助的手段の活用

②言語の受容と表出

③身体各部の状態の理解と
養護

③障害による学習上又は生
活上の困難を改善・克服す
る意欲

③自己の理解と行動の調整
③感覚の補助及び代行手段
の活用

③日常生活に必要な基本動
作

③言語の形成と活用

自
立
活
動
　
目
標

自分のやりたい遊びを簡単な身振りや写真カード
などで教師に伝えることができる。
手すりを使って階段を上ることができる。

指導場面
(教科等・単
元名等)

単元名等 単元名等 単元名等

係活動 からだ 発表会をしよう

光で遊ぼう お楽しみ会をしよう

障害の状態、発達や経験の程度、興味・関心、学習や生活の中で見られる長所やよさ、課題等について

情報をまとめて、学習や生活の状況・様子を記載する

健康の保持 心理的な安定 身体の動き コミュニケーション

前　　　期 後　　　期

④身体の移動能力
④コミュニケーション手段
の選択と活用

⑤健康状態の維持・改善 　 　
⑤認知や行動の手掛かりと
なる概念の形成

ｺﾋﾟｰして利用ｺﾋﾟｰして利用



各教科等を合わせた指導　教科等別シート【後期】

Ｂさん
教科等別

時数

合わせた指導

時数

内容 ・荷物整理

・着替え

・遊びへの参加（光遊び、ボールプー

ル、お正月遊びなど）

指導形態 生単

単元（略称） 光　楽　正

内容 ・絵本の読み聞かせ

・教師の働き掛けによる注視や行動

・要求の表現

指導形態 生単

単元（略称） 作　光　発　正　楽　おめ

内容 ・プットイン課題

・具体物に触れたり、手を伸ばして触れ

ようとしたりする

指導形態 生単

単元（略称） 作　発　光　正　おめ

内容 ・シンバル

・太鼓

・鉄琴

指導形態 生単

単元（略称） 楽　おめ

内容 ・掲示物作り

・遊びで使う物作り

・粘土

・絵具での色塗り

指導形態 生単

単元（略称） 作　楽　正　おめ

内容 ・○○祭ステージ発表

・ボール転がし

・ボールプール

指導形態 生単

単元（略称） 発　楽

・好きな遊具で遊びたいときや行きたい

場所があるときに、ちょうだいのサイン

や写真カードで伝えるようにする。

・１階の教室から階段を使って２階の職

員室に手紙を取りに行く。

・かごを持って食堂まで歩いて行く。

指導形態 生単

単元（略称） 発　光　楽
17 9

75

内容 26

68 7

教科等の後期合計時数

３年生

51 14

65

51 16

67

17 7

24

17 20

37

17 7

24

自立

活動

生活

(特)

国語

算数

音楽

図画

工作

体育



各教科等を合わせた指導　単元別シート【後期】

内容
教科

等

単元

時数
生活 国語 算数 音楽 図工 体育 外国語 道徳 特活 自活

1

0

作

っ

て

飾

ろ

う

作

・軽量粘土を教師の手からつかみ

とったり、ちぎったりして絵の具と

混ぜる。

・教師の言葉掛けに応じて粘土を注

視する。

図

国

算

12 3 3 6

１

０

～

１

１

発

表

会

を

し

よ

う

発

・ボールが置かれた台まで介助歩行

する。

・ボールに気付いて手を伸ばし、押

し出して転がす。

・教師の言葉掛けに応じてスタート

する。

自

体

算

体

国

14 2 2 5 5

1

1

～

１

２

光

で

遊

ぼ

う

光

・光る物を見つけてつかみ取る。

・遊びに興味をもって取り組む。

・遊びたいものを要求する。

算

生

自

国

14 3 3 5 3

1

2

お

楽

し

み

会

を

し

よ

う

楽

・補助具を使って鉄琴を鳴らす。

・遊びに興味をもって取り組む。

・遊びに使う道具を教師と一緒に作

る。

・ボールプールに入り、身体を動か

して遊ぶ。

・遊びたいものを身振り等で教師に

伝える。

音

生

図

体

自

国

10 2 1 2 2 2 1

1

お

正

月

遊

び

を

し

よ

う

正

・教師と一緒に福笑いの色を塗る。

・お正月遊びに興味をもって取り組

む。

・パーツに気付き、手を伸ばす。

・教師と一緒にパーツを持ち、置き

たい場所に手を動かす。

図

生

算

国 10 2 2 3 3

２

～

３

お

め

で

と

う

の

会

を

し

よ

う

お

め

・教師の言葉掛けに応じて、花紙に

手を伸ばす。

・お花紙を丸めて掲示物を作成す

る。

・補助具を使って鉄琴を鳴らす。

国

算

図

音 20 3 3 5 9

時数合計
後期

合計
80 7 14 16 7 20 7 0 0 0 9

生

活

単

元

学

習

指導

形態

時期

(月)

単元 単元

略称
Ｂさん



個別の指導計画【後期】 ３年

氏名 Ｂさん

目標 内容 評価

生

活

(

特

)

簡単な身辺処理のやり方に気付き、

教師の働き掛けを受け入れながら、

自分で取り組もうとすることができ

る。

遊び方が分かり、教師の働き掛けを

受け入れて活動したり、自分から取

り組んだりすることができる。

・荷物整理

・着替え

・遊びへの参加（光遊び、ボール

プール、お正月遊びなど）

荷物をかごに入れることが分かり、

教師が渡した荷物を持ち続け、自分

でかごまで手を動かすことができ

た。

芋掘りゲームでは、ひもを引くと芋

が出てくることに気付き、教師と一

緒に引いたり、自分からひもをつか

んで引いたりすることができた。

国

語

絵本の読み聞かせに気付いて注目

し、自分から絵本をめくろうとする

ことができる。

教師の働き掛けに応じて注目した

り、要求を身振りなどで表したりす

ることができる。

・絵本の読み聞かせ

・教師の働き掛けによる注視や行動

・要求の表現

「○○○○ケーキいただきます」の

絵本を目の前で読み聞かせすると、

絵本に気付き、絵に視線を向けた

り、ページをめくろうと手を伸ばし

たりすることができた。

興味のある遊びを選び、教師の手を

引くなどして教師に伝えようとする

ことができた。

算

数

提示された物に気付いて手を伸ばし、指

で押したり、入れたりする活動に、自分

から取り組むことができる。

・プットイン課題

・具体物に触れたり、手を伸ばして触れ

ようとしたりする

穴の上に置いてある球をプットイン

する学習では、指で押すと下に落ち

ることが分かり、手元をよく見て、

繰り返し取り組むことができた。

音

楽

バチを使って音が出る楽器の鳴らし

方が分かり、持って動かし、繰り返

し取り組むことができる。

・シンバル

・太鼓

・鉄琴

鉄琴をバチでたたくと音が鳴ること

が分かり、バチを持ち続けて動か

し、「ジングルベル」の曲が終わる

まで取り組むことができた。

図

画

工

作

制作の仕方が分かり、教師の働き掛

けを受け入れながら、続けて制作に

取り組むことができる。

・掲示物作り

・遊びで使う物作り

・粘土

・絵具での色塗り

粘土がちぎれることに気付き、教師

が持った粘土をつかみとったり、両

手でつかんでちぎったりすることが

できた。

体

育

身体の動かし方が分かり、教師の働

き掛けを受け入れながら、自分で運

動に取り組むことができる。

・○○祭ステージ発表

・ボール転がし

・ボールプール

傾斜台を使ったボール転がしでは、

やり方が分かり、ボールを押し出

し、積んだ箱が倒れる音を楽しみな

がら取り組むことができた。

道

徳

自分の役割ややるべきことに最後ま

で取り組むことができる。

教師の言葉掛けや支援に応じて、自

分のやるべき勉強や活動に取り組

む。

手紙を取りに行く係では、教師が言

葉掛けとともに手紙を入れる袋を手

渡すことで、係の仕事が分かり、教

師と一緒に手紙を取りに行くことが

できた。学習時は、提示された課題

に対して、途中で離席することなく

最後まで取り組むことができた。

特

別

活

動

行う活動に気付き、友達や教師との

関わりを楽しみながら、自分で取り

組むことができる。

・朝の会

・帰りの会

・○○祭

朝の会では、呼名で教師の手にタッ

チすることが分かり、教師の働き掛

けに応じ、自分から手を伸ばすこと

ができた。

・好きな遊具で遊びたいときや行き

たい場所があるときに、ちょうだい

のサインや写真カードで伝えるよう

にする。

・１階の教室から階段を使って２階

の職員室に手紙を取りに行く。

・かごを持って食堂まで歩いて行く。

〔年間目標〕①教師の働き掛けに応じて、自分から学習活動に取り組むことができる。

　　　　　　②簡単な身振りや絵カードで要求を教師に伝えることができる。

　　　　　　③手すりを使って階段昇降をしたり、物を持って短い距離を歩いたりすることができる。

自

立

活

動

自分のやりたい遊びを簡単な身振り

や写真カードなどで教師に伝えるこ

とができる。

手すりを使って階段を上ることがで

きる。

最初は上り始めが怖く、教師に手を

伸ばしていたが、繰り返し取り組む

と慣れ、手すりを使いながら一人で

上ることができるようになった。


